
 

 

 

 

沼津市 建設部 道路管理課 

 

法定外公共物（水路敷以外）用途廃止 フローチャート 
 

 法定外公共物（水路敷以外）の用途廃止に係る事務の流れは以下のとおりとなりま

す。 

 詳細等は、担当へお問い合わせください。 

  ※１ 用途廃止後の売買契約等の手続きは、資産活用課となります。 

  ※２ 水路敷の用途廃止の手続きは、河川課となります。 

--------------------------------------------------------------------------- 

＜ フローチャート ＞ 

 

 法定外公共物用途廃止、払下の事前相談  ※ 相談時に現地の状況が分かる資料 

（写真、公図等）をご持参ください。 
   

現地調査、「用地処理事前協議票」 
（道路管理課にて起案） 

 

                    

      機能性、公共性の判断             
          

可能 

 

          

 

 

  

 

 

 
                    

      用途廃止の判断  

              可能 

 
【 申請 】 

  「法定外公共物用途廃止及払下申請書」 

  を道路管理課へ２部提出（正本、副本） 
 

 

  ・ 用途廃止 

・ 普通財産として資産活用課へ 

市有財産所管換 
  

上記の決裁後、 

・ 表題登記           
   

           ※ 表題登記の際には、登記嘱託資料を確認後、 

道路管理課から申請代理人へ「委任状」を送付します。 

 

   資産活用課で売払契約 

※ 青字は、申請者が実施する内容です。 

 

 

・ 境界確定及び表題登記等が必要となりま

す。 

（※ 表題登記は、土地家屋調査士のみ可能） 

・ 境界確定は、事前審査で用途廃止が可能と

回答を受けた後に実施してください。 

不可 

【 事前審査 】 

・ 「法定外公共物用途廃止及び払下事前審査申請書」の提出 

・ 案内図、平面図、現地の写真 

・ 隣地土地所有者の同意書 

・ 利害関係人（自治会長）の確認書を提出してください。 

   ※ 自治会長の確認書には、地元自治会の役員会等に用途廃止について諮っ

た議事録等の写し（役員会に諮った証拠となる資料）を添付してください。 

不可 

※ 事前審査申請

を代理人等に依

頼し、その費用

が発生した場合

は、申請者が負

担 

※ 関係部署現地確認 


